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市の発言要旨（及び対応）

※　市民協働推進課、社会教育課　確認済

※　市民協働推進課　確認済

　令和５年度からを目標とし、現在「廃棄物減量等推進審
議会」において、ごみ袋のサイズなどを検討している。

※　環境政策課　確認済

 　今回、各団体の現状把握や負担軽減を図るため
に問題提起をしたものの、実際に地域の皆と話し
合ったわけではない。
　地域自治組織を立ち上げるというようなことは考
えておらず、荷が重いと感じる。

　地域自治組織設立の目的は、地域の暮らしを守るため
に、課題解決する力を地域につけてもらうことである。
時間がかかる上に成果も見えにくいが、地域の実情を踏ま
え、皆さんのペースに合せてサポートする。
　田滝地区では、令和元年にこれからの地域づくりを考え
ようと講演会を開催したところ、小学校の体育館に約100
人集まった。
　若い人やキーマンとなる人が必要だが、話し合いをする
ことで、役回りの整理もできるのではないかと思う。
　まずは気軽に進めていってはどうか。いつでも相談にき
てほしい。

　地域自治組織の設立について、庄内地区の遅れを
感じている。
　連合自治会が音頭をとって、庄内でも動き出して
はどうか。

＜ごみ袋の有料化について＞
　いつ頃から有料になるのか。

　庄内地区が抱える課題を地域の皆さんが共有し、ともに考え、話し合うことで、より魅力的で住
みやすい、愛着のもてるまちづくりに繋がるものと思う。この先10年、20年後の庄内地区を描くと
思って意見交換したい。

・コロナウイルス対策については、ワクチン接種の安全安心な環境整備と、市民生活を取り戻
   すため経済対策に重点を置く。
・西条市の将来推計人口は30年間で約28%減少（2015年　108,174人　⇒2045年　78,307人）
・人口減少対策のひとつに移住推進に力を入れている。今年度はSDGｓ「未来都市」の選定も受
　け、経済・社会・環境面から「持続可能」なまちづくりを進めていきたい。

参加者の発言要旨

＜将来に向けたコミュニティのあり方について＞ 　この問題は、まさに今現在のことであり、これから更に
深刻になってくるだろう。解決方法のひとつとして市は
「地域自治組織」の設立を推進している。
　ただ、このことは行政からの一方的なお願いではダメ
で、地域のみんなで課題について話し合っていく必要があ
る。その際、行政も地域に入って一緒に考えていきたい。
　公民館も変わらないといけない時代になってきている。
　まずは話し合いをスタートしてみてはどうか。

　少子高齢化により、地域コミュニティ活動の担い
手が不足している。70～75歳の方を中心に、同じ
人が何役もこなしているが、この人たちの退任後は
どうなるのか危機感を抱いている。
　地域における活動団体の状況を把握・整理し、全
体を俯瞰して効率的な取り組みができないものか。

庄内地区タウンミーティング開催報告

令和3年11月24日（水）19：00～20：30

庄内公民館2階大会議室

【地域側：11人】庄内地区連合自治会長、宮之内地区自治会長、実報寺地区自治会長、河之内地区
　自治会長、黒谷地区自治会長、JA周桑庄内支所長、庄内小学校長、社会福祉協議会庄内支部長、
　庄内地区青少年健全育成協議会長、なかよし料理俱楽部会長、庄内地区スポーツ推進員
【行政側：4人】市長、庄内公民館長、市民生活部長、市民生活部副部長兼市民協働推進課長

１　開会　２　挨拶（庄内地区連合自治会長）
３　市長挨拶・事業説明
４　意見交換：テーマ「将来に向けた地域コニュニティのあり方について」
　　　　　　（現状と課題説明及び参加者全員による話し合い）
５　まとめ・閉会

概　要



市の発言要旨（及び対応）参加者の発言要旨

※　地域振興課　確認済

※　地域振興課　確認済

まとめ

＜当日の様子＞

＜交通空白地域について＞ 　幹となる路線はバスなどの公共交通で、枝となる部分は
デマンドタクシーでカバーしたい。　黒谷の住民は高齢により運転免許を返納している

人が多い。
　バス停までの距離も遠く、通院するにもタクシー
を利用せざるを得ないが、高額である。

＜市長＞
　皆さんの声を十分に聴きとることができず、お詫びする。今日いただいた声は、他の地区におい
ても同様だと思う。庄内に住んでよかった、住み続けたいと思ってもらうためにどうしたら良いか
を考えていきたい。
　こちらだけが一方的に説明する時間が多くなってしまったが、皆さんから言い足りないことがあ
れば、いつでも遠慮なく申し出ていただきたい。課題をひとつずつ解決しながら、より良い西条市
にしていきたい。引き続きよろしくお願いする。
＜連合自治会長＞
　今回のテーマに限らず、庄内の未来をより良いものにしていくため、地域のみんなで考え、話し
合い、動き出すことが大切である。今後も行政に協力いただきたい。

＜バスの運行状況について＞ 　利用する人が使いやすいようにしないといけない。現在
「公共交通活性化協議会」でデマンドタクシー（予約制乗
り合いタクシー）について協議・検討中である。
　来年度、地域の皆さんのご意見も伺いながら三芳線をど
うするか検討していきたい。

　本谷温泉発のバスが１日３便あるが、運行ルート
が利用実態に合わない。
　10時頃に出発してもいろいろな所を経由し、目
的地まで時間がかかりすぎる。病院の受付時間
（11時）に間に合わず、不便を感じる。


